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　序文

　自然界に存在する不完全菌類（亜門）虫草属 Isar ia japon i ca  YASU DAの個体から採取した胞子を，鱗

翅目カイコガ科（Bombycid ae）カイコ Bo m byx  m o ri L を培地として培養した．その結果，自然界に存

在する個体に比較して非常に多くの活性化した子実体形成を得ることができた．さらに，培養した子実体

と胞子の形態の比較と，未だ初期の段階であるが，薬理的に作用する可能性がある官能基の存在が明らか

になったことを報告する．

　既述リポート 1および 2では子実体の継代培養について，その概要と装置を報告した．以降 20 05 年ま

で考察を重ね，少なからず知見を得た．〔１〕として既述リポートの計測データ，〔２〕および〔３〕を

今後の検討材料とし，本報告書をもって蚕によるハナサナギタケ Is ari a j apon ic a YASU DAの子実体培養

実験の初期段階の総括とする．

　〔１〕自然界個体と培養個体の観察．

　既述リポートで結果が出せなかったデータに関

し，SEM 01 )および ES R 02 )による撮影・計測結果

を記す．本データは既述リポートに報告した自然

界株（以下，原株とする）の子実体胞子ならびに

培養した子実体胞子のものである．SEM 画像に関

し非常に興味深いことは，子実体胞子の形状と大

きさが異なることで，このことについては今後，

様々な角度から考察しなくてはならない．（図 01，

図02）また，５令幼虫と蛹の気門との比較におい

て，拡大倍率から見るに胞子と気門との比較は格

段に異なり，経口感染よりも気門を通して感染す

るのがより自然と考えられる．（図 03，図 04）

　培地としたのは同じ鱗翅目の属であるカイコガ

科（Bombycid ae）カイコ Bo m byx  m o ri L であ

るが，原株が寄生した鱗翅目昆虫の同定をはじめ，

個体の組成の解明も必要となろうが，これらにつ

いて，目下は不明である．なぜならば極めて特定

の鱗翅目にのみ発現を見るものではない所以で，

過去の実験では基源はともかくも，感染はあり得

   


